














近 藤 貴 幸
酸化物細伝導体には.Cu-02次元構造があり.CU一〇面内の0ホールが伝
萄をになっていることや.ホール繊度に対する相国上で超伝導相 と反強槌性





強磁性秩序であるがSr過度 を増 してい くと反強確性体から起伝草体へ相転
移LST7.5% で最大のTc=38Kを示 した後Tcは減少 しやがて常伝導体に
なる.





超伝導体 と同様なふるまいを示 し.BC S超伝導体の堵合と全 く異なってい
る･(3)TcSTのT.I-はSr洩度増加に対 して減少傾向がある.(4)Sr洩度
を増 していくと､Tcが減少 しはじめるオルソーテ トラ相転移の近傍から急
激にT.の分布が生 じてることが分った.
以上の結果は,cuサイ トには反強放任的相関を持つdスピンが存在 して
おり.Cu核の故和はこの反故雄性的ス ピン瑞動によって支配されているこ
と､Srによるホール ドープはそれを抑える効果があること､高 ST濃度で反
強磁性的スピン揺動に垂間的分布が生 じていることを意味 している.
さらにEl伝導機構との閑迎性については､反強砧性的相附を持つdスピン
を媒介にした引力によ′リ0ホールのクーパー対が形成されて超伝導が生じて
いるという仮脱を取入れると､Tcの変化 を定性的に況明できることがわか
った.
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